
 

 

「  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回企画研修会 予告 

『来年の干支「辰」の木目込み人形を作ろう』 
     

昨年度好評を得た干支の人形作りを本年度も計画しまし

た。岩槻の伝統産業である「木目込み人形」は経済産業大臣

から「伝統工芸品」に指定されています。愛着のある自作の

人形で新春のご自宅を飾ってみるのはいかがでしょうか。 

是非、ご家族や知人とお誘い合わせの上ご参加ください。 
 
〇 日 時  令和５年１２月３日（日）と１０日（日） 

       両日とも １３：３０～１６：００ 

〇 会 場  市民会館いわつき ４０１集会室（両日） 

〇 教 材  A・Bのどちらかを選択する 

〇 費 用  教材A：2,000円、 教材B：2,200円 

〇 その他  必要な用具は指導者から借用します。 

原則２日間の研修ですが、１日だけの参加も 

可能です。ただし講師の指導は１２月３日だけ

です。初めての方は３日にはご参加ください。 
＊計画の詳細は、１０月の別途通知をご覧ください。 
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野木のヒマワリ畑
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班 通 信  
№ ９ 

令和５年９月７日 

第１回企画研修会「岩槻の歴史を学ぶ」を実施 

今年度第1回企画研修会を７月30日に岩槻コミセンで

実施しました。当日は酷暑の中34名（班会員17名、他

班等9名、紙芝居の会8名）の参加がありました。中でも

会員外の現職校長や岩槻児童センター所長にも参加いただ

き、本会の事業が少しずつ他班や地域に浸透しつつあると

実感しまた。参加された皆様には心から感謝いたします。 

内容は「岩槻紙芝居の会」の皆さんによる内田先生制作の

紙芝居「金剛院縁起」「太田資正」「岩槻城物語（前・後編）」

の熱のこもった上演と、内田先生から紙芝居の補足として

「太田氏一族の歴史」等についてお話しいただきました。先

生の張りのある声や深い知識に基づいたお話、またとりわ

け原画のすばらしさに参加者一同深く感銘を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 
 

筑波研究学園都市へ見学に行こう！ 
「日帰り研修会」実施計画決定  

 
〇 実施日  令和5年10月20日（金） 

〇 見学施設 ・ＪＡＸＡ筑波宇宙センター 

       ・国立科学博物館筑波実験植物園 

       ・国土地理院「地図と測量の科学館」 

〇 参加費  １０，０００円 
〇 参加申し込み ９月３０日までに、通知に添付され

るはがきで申し込む 
 
＊計画の詳細は別途通知をご覧く 
ださい。さいたま市出身の宇宙飛 
行士若田光一さん関連の資料もた 
くさん展示されています。 
実施可能な人数が確保できるよう 
格段のご協力をお願いします。 
会員の参加をお待ちしています。 
 

さいたま市 

岩槻班退職校長会 

事務局：090-5826-3329（岡野） 

 

別名：「曼殊沙華」

他1000以上 

「会報 №２５」 訂正をお願いします 

① P1，2段目最終行のsuppartのａをｏに訂正 

② P12, ２段目７行目、上から５字目、「会員…」の前

に「 を入れる 

   

  

ヒガンバナ科に属し、中国から渡来した「史前帰化植物」です。曼殊沙華など多くの別名があり、川土

手、畦、墓地など人里近くで秋の彼岸頃、5~7個の花が輪状に外向きに並び、花弁が反りかえった真っ

赤な燃え立つような花を一斉に咲かせます。９月初め、蕾をつけた葉のない茎が土中から発芽して急

激に真っすぐ成長し、1週間で開花します。花後は細い葉が伸び始め、冬期に繁茂し4～5月他の植物

の葉と交代して枯れます。このことから「葉見ず花見ず」とも呼ばれます。日本の個体は普通遺伝子が

3倍体のクローンで同じ性質を持ちます。それで背丈がそろった個体が一斉に開花します。また「種な

し」で、もっぱら球根で殖えます。球根は有毒ですが水にさらすと無毒化され、かつては飢饉の際の

「救荒植物」として、また毒はネズミやモグラ等の害獣防除にもなり、更に根が土留めの役を果たす

など利用価値が高く、自力では移動できな球根を人が各地に移植して分布を広げたと考えられます。 

役員会連絡用「LINE」が設定されました 

本会では事務の効率化や経費の節約のために ICTの活

用を検討してきましたが、このほど役員間の連絡用LINE

が開通しました。今後は会員連絡の ICT活用に向けてさ

らに検討を進めてまいります。 
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